
 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域の情景】 

 

 

 

 

 

【イソオとアジサイ展(明王寺)】 

6 月 26 日(土)、27 日(日)に、明王寺(甲南町

磯尾)にて「アジサイ展」が開催されました。落ち着

いた境内の書院には地元の皆さんの写真、生花や

書道が展示され、訪れた人の心を癒していました。 

 

 
ごあいさつ 

日頃は、西村けいの活動にご理解とご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。今年

の近畿地方の梅雨入りは、1951 年の統計開始以来最も早くなり、長く続いた梅雨の天気も

7 月中旬にようやく明けることとなりました。その間においては、全国各地で大雨に関する被害が

報道され、防災・減災へ取り組みの重要性を改めて痛感致しました。被災された皆さまに心より

お見舞いを申し上げます。本市においても常に万全の備えを講じていかなければなりません。 

さて、市民の皆さまに議場へと押し上げていただいてから 12 月、3 月、6 月定例会に臨ませ

ていただき、今任期中の定例会は、残すところ 9 月定例会の 1 回のみとなりました。これまで

「未来に責任を持ったまちづくり」を心に刻み、議員活動を行ってきました。まさに人口減少や経

済・社会の持続性の低下等のまちの課題については、現在そして数年先だけではなく、数十年

先の未来を見据えて真正面から向きあっていく必要があります。これからも具体的な新しい甲賀

のかたちをイメージしながら、持続可能なまちづくりの推進に努めてまいります。 

今後とも地域の皆さま、諸先輩方に御指導、御鞭撻をいただきながら、未来を担う若い世代

の一員の責任としても、今そして未来のために、地域に根差して全力で取り組んでいきます。 

【 後援会入会情報 】 

 西村けい は現在、26 歳です。若いエネルギーは溢れてい

ますが、経験や知識はまだまだ未熟です。今日までふるさと・

甲賀を守り、創ってこられた諸先輩方のご指導と、共に活動

いただける仲間の参画をお願いいたします。 

〇ご自身・お知り合いでボランティアスタッフとしてご協力いただけ

る方、ご連絡ください。 

〇市政に対するご意見やご要望などをお聞かせください。 

〇後援会に入会いただける方、 

別紙ハガキ(受取人払郵便[切手不要])でご連絡ください。 

 

 

 

 

 

【活動写真】 

      

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集・発行元連絡先：西村けい後援会 事務所】 

〒520-3301 甲賀市甲南町寺庄 1207 

電話：090-5150-8140 Email：nishimura.kei.310@gmail.com 

HP：http://nishimura-kei.com 

 

【Facebook】 

 

★手話言語及び情報・コミュニケーション促進条例 可決★[令和 3 年 10 月 1 日施行] 

 障がいのある人もない人も互いに認め合い、共に生きる社会を実現 

★公文書等の管理に関する条例 可決★[令和 4 年 4 月 1 日施行] 

 行政文書の適切な管理、歴史公文書等の適切な保存及び利用を図る 
 

★旧鮎河小学校跡地活用の決定★ 

 主な事業：ドローンによる各種サービス業務等 / 無償貸付期間：5 年 

★旧山内保育園跡地活用の決定★ 

 主な事業：コミュニティカフェの運営等 / 無償貸付期間：3 年 
 

★新型コロナワクチン接種 市内 24 か所の医療機関★ 

 集団接種会場の他に「かかりつけ医」等で接種可能 

※7 月 9 日(金)現在の情報 
 

★新型コロナワクチン訪問接種促進協力金支給★ 

 施設や在宅での個別接種を実施する医療機関に対し協力金を支給  

 ※近隣市町では初、甲賀市独自施策 
 

★キチンカー・テイクアウト営業実施中★市役所玄関前(東側)にて 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受けている 

市内飲食事業者等の新業態の定着を応援 

開催日時：毎週金曜日 11:00～14:00 

 

 

 

 

 

【 T O P I C S ! ! 】 

 
    甲賀市議会議員  

 
歳   

 

【HP】 

 

 

  
【医療機関一覧】 【WEB 予約ページ】 

 

   

【会派勉強会(ICT 政策)】 【街頭演説】 【議案質疑(6 月定例会)】 

 

 

 

 



                                    

   

 

 

                                                               

                                                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 16 日（水）に３回目の登壇をし、各部署に質問を行いました。 

主な質問とそれらに対する答弁は下記の通りです。 

傍聴にお越しいただいたみなさま、ありがとうございました。 

【甲賀市議会役職 所属会派：凛風会)】 総務常任委員 / 予算決算常任委員 / 広報特別委員 

【主な活動】 甲賀市総合計画審議会 / 甲賀市消防団(甲南 5-1) / 甲賀市成人式実行委員会(2015 誓いの言葉)  

甲賀忍術研究会 / 立命館守山早苗会(同窓会)本部役員 

【西村けい（26 歳） 経歴】 平成 7 年 3 月 10 日生 

平成 13 年 甲南のぞみ保卒 / 平成 19 年 甲南第一小卒(スポ少野球ウイングス) / 平成 22 年 甲南中卒(生徒会長・

全中駅伝出場) / 平成 25 年 立命館守山高卒(生徒会長) / 平成 29 年 立命館大法学部卒(司法特修) / 平成 29

年 日本通運（株）入社（令和 2 年 8 月退） / 令和 2 年 10 月 甲賀市議会議員補選 初当選 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一 般 質 問 要 旨 (令和 3 年６月定例会) 

 

 

Ⓠ 地域自主運行支援事業の今後の展開は？ 

Ⓐ 建設部長：現行に加え、地域が自主的に実施する移動支援など、輸送資源のうまい活用

が必要であり、現在 2 つの地域と協議を進めており、今年の秋頃の要綱作成を目指している。 

Ⓠ 移動販売モデル事業の取り組み状況は？ 

Ⓐ 健康福祉部長：6 月 14 日から市内 83 か所で実施しており、手探りの状態だが、地域の皆

さま、地元事業者等関係者の意見をしっかりと伺いながら取り組んでいく。 

 

Ⓠ 甲南統合認定こども園整備の進捗は？ 

Ⓐ こども政策部長：これまで 5 回の実施検討協議会を 

開催いただいたが、今年 8 月に整備候補地を示し、2024 年度までに進めたい。 

Ⓠ 産後ケア事業の内容拡充と導入予定時期は？ 

Ⓐ 健康福祉部長：現行に加えて「宿泊型」と「デイサービス型」を今年秋頃に整備予定で、24

時間体制で母親の身体的ケア及び保健指導ができるよう産科、助産院などと調整している。 

 

Ⓠ 新型コロナワクチン予約で見えた WEB 受付に関する課題は？ 

Ⓐ 総合政策部理事：受付枠に上限が設けられており、WEB 予約を利用できる方の方が結果

として有利になった面があると承知している。スマートフォン等をご利用にならない方も一定数い

いらっしゃることから、公平性を損なうことのないよう取り組むことが必要であると認識している。 

  また、利用を苦手とする方が取り残されない仕組み構築をすることは市の責務である。 

Ⓠ デジタル・ディバイド是正に向けて、地域単位で支え合えるようサポートを強化しては？ 

Ⓐ 市長：大きな課題と認識しており、市としても地域をしっかりとサポートしていきたい。 

1.交通不便地域での移動手段の確保と買い物支援について 

2.保育・教育環境の拡充と育児のサポートについて 

3.今後のデジタル・ディバイド(情報格差)の対策について 

5 つのビジョン 
次代を担う当事者として、現在、 

そして数十年先の未来に責任をもったまちづくり。 

危機管理の強化 

・多様な避難環境提供と要支援者避難支援計画の策定を加速。 

・地域防災力の維持向上の為、消防組織・施設・資機材の充実。 

・情報発信媒体を駆使した的確で迅速な災害情報の伝達。 

 子育て・教育環境の充実 

・妊娠から出産、子育て期までの切れ目のない安心環境の提供。 

・市内小中学校通学路の安全確保の徹底。 

・不安を抱かず夢に挑戦できる学習・経済支援の実施。 

 地域福祉の向上 

・介護需要に対応する為、人材の確保や定着の効果的施策の実施。 

・健康寿命延伸、介護予防の取り組み強化で元気づくりの推進。 

・通院・買い物等における移動困難者のサポート強化。 

 経済・観光の振興 

・市内の農作物・特産物を生かした「甲賀で食べる！」を創出。 

・物流の要所「甲賀」として物流企業誘致の為、受け入れ環境を整備。 

・産業特区を創設し、地域の特徴を活かした経済活動を促進。 

 
交通インフラの充実 

・乗降センサーの調査結果から、効率的で持続可能な路線図の再編。 

・輸送資源のフル活用で、移動時間の短縮化を実現。 

・市内の鉄道各駅へのアクセス性の向上。 

 

 

← 移動販売 

実施場所一覧 

 

 

  

 

 

 

 

 

 


